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Table 1 (continued)
Specimen Locality Coordinate Date Collector Repository Remarks

1♂, 2♀ Shinmei, Takayama, Gifu 36.139887°N, 137.260813°E 25 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-18
1♂ Taniai, Yamagata, Gifu 35.584676°N, 136.747412°E 29 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-21
2♀ Yata, Mishima, Shizuoka 35.118214°N, 138.937770°E 17 Nov. 2025 Akifumi Yao Soma Chiyoda
1♀ Oya, Suruga, Shizuoka, Shizuoka 34.963925°N, 138.438764°E 26 Jun. 2022 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK018-44

1♂, 2♀ Yamami, Minamita, Chita, Aichi 34.734269°N, 136.912650°E 27 Jun. 2022 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK018-53
3♂, 2♀, 2 juv. Saio, Kasugai, Aichi 35.316492°N, 137.049294°E 30 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-22

1♀ Eigenjitakano, Higashiomi, Shiga 35.082213°N, 136.326101°E 1 Apr. 2022 Yu Isono Ryosuke Kuwahara RK024-14
2♂, 2♀, 1 juv. Miyauchi, Omihachiman, Shiga 35.142094°N, 136.085336°E 12 Mar. 2023 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK036-08

1♀ Miyauchi, Omihachiman, Shiga 35.142094°N, 136.085336°E 12 Mar. 2023 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK036-09
1♂ Yamagami, Otsu, Shiga 35.033783°N, 135.836197°E 6 Nov. 2024 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK049-43

1♂, 1♀ Tamura, Nagahama, Shiga 35.359580°N, 136.285412°E 22 Aug. 2025 Soma Chiyoda Soma Chiyoda
1♂, 1♀ Tamura, Nagahama, Shiga 35.359580°N, 136.285412°E 22 Aug. 2025 Soma Chiyoda Soma Chiyoda

1♂, 1♀, 6 juv. Miyauchi, Omihachiman, Shiga [35.1414°N, 136.0848°E] 12 Mar. 2023 Soma Chiyoda Soma Chiyoda
1♀, 1 juv. Sagamizuokitagaichi, Ukyo, Kyoto, Kyoto 35.051594°N, 135.619384°E 27 Aug. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-27

1♂ Gobun, Fukuyama, Hiroshima 34.509636°N, 133.332600°E 4 May 2023 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara New locality record; RK037-18
1♂, 3♀, 1 juv. Koinishi, Nishi, Hiroshima, Hiroshima 34.397717°N, 132.424876°E 15 Aug. 2023 Yoshimasa Kumekawa Ryosuke Kuwahara New locality record; RK040-61

6 juv. Chofumiyazaki, Shimonoseki, Yamaguchi [33.989277°N, 130.994806°E] 9 Nov. 2012 Makiko Matsuda Ryosuke Kuwahara RK001-03
2 juv. Chofumiyazaki, Shimonoseki, Yamaguchi [33.989277°N, 130.994806°E] 12 Nov. 2012 Makiko Matsuda Ryosuke Kuwahara RK001-12
2 juv. Chofusotoura, Shimonoseki, Yamaguchi [33.989443°N, 130.994139°E] 15 Nov. 2012 Makiko Matsuda Ryosuke Kuwahara RK001-23

2♂, 1 juv. Yoshimikojuku, Shimonoseki, Yamaguchi 34.064853°N, 130.901726°E 7 Sep. 2023 Riki Takemoto Ryosuke Kuwahara RK053-54
1 juv. Shunan, Yamaguchi [34.225979°N, 131.795468°E] 1–7 Aug. 2014 Shin-ichi Tanaka Ryosuke Kuwahara RK002-13

4♂, 6♀, 3 juv. Iai, Matsuyama, Ehime 33.809194°N, 132.771667°E 19 Oct. 2024 Kenji Toyota Kenji Toyota
7 juv. Miyuki, Matsuyama, Ehime 33.853972°N, 132.772500°E 19 Oct. 2024 Kenji Toyota Kenji Toyota
1♀ Yamae, Chikushino, Fukuoka 33.484228°N, 130.570658°E 30 May 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara New locality record; RK056-23
2♀ Tsubakuro, sasaguri, Kasuya, Fukuoka 33.638061°N, 130.513951°E 2 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara New locality record; RK056-24
1♀ Edaruki, Karatsu, Saga 33.486898°N, 129.909856°E 29 May 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara New locality record; RK053-28
1♀ Shikatamen, Saza, Kitamatsuura, Nagasaki 33.244471°N, 129.635960°E 5 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-26
1♀ Nishiumi, Nagasaki, Nagasaki 32.869940°N, 129.766628°E 4 Jun. 2025 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK056-25
3♂ Shimasaki, Nishi, Kumamoto, Kumamoto 32.816244°N, 130.685167°E 5 Aug. 2021 Ryosuke Kuwahara Ryosuke Kuwahara RK029-11
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ははじじめめにに

石川県鳳珠郡能登町にある九十九湾は湾口幅約 200 m、奥行き約 1,200 m の屈曲に富んだリアス式海岸

の特徴を有する (絈野, 1965)。ここから沖合に向かって幅の狭い海底のくぼみが沖合へ続き、小木沖海底谷

がある (畠中, 1981; 桜井ら, 1972)。九十九湾周辺の沿岸には岩礁地帯、砂底地帯、転石・砂礫地帯があり、

岩礁にはガラモ場、砂底にはアマモ場が見られる所もある (藤原, 1978)。九十九湾沿岸の生物相は海産魚類、

無脊椎動物、海藻、海産種子植物でリスト化されており、個別の分類群や種でも多くの研究報告がなされてい

る(荒川ら, 2025; 荒川・木村, 2024; 東出ら, 2025; 東出ら, 2001; 池森・東出, 2024; 池森ら, 2012; 川村ら,

2021; 木戸屋・加藤, 2010; 幸塚ら, 2019; 幸塚ら, 2021; 又多ら, 1995; 村元ら, 1999; 村山ら, 2020; 中山・柳

井, 2020; 小木曽ら, 2019; 小木曽・又多, 2016; 小木曽ら, 2015; 小木曽・坂井, 2016; 坂井, 1995; 坂井,

1997; 坂井, 2019; 坂井・橋本, 2018; 坂井ら, 1996a; 坂井ら, 1996b; 佐野, 1995; 新谷, 1981; 寺下, 1981; 豊

田ら, 2025a; 豊田ら, 2025b; 角田ら, 2025a; 角田ら, 2025b; 筒井・新井, 1996; 筒井ら, 1998; 山岸・坂井,

1996)。一方、これらの調査のほとんどは波打ち際から水深数十 m の浅海域で行われており、それよりも深い海

域における調査報告は多くない。海底堆積物の粒度組成では、片山(2007)により能登半島沿岸の広域な調査

が実施されており、九十九湾沖では数地点で実施されている。著者らは深海域を含めた九十九湾沿岸海底の

動物相と粒度組成をより詳細に明らかにするため、2023 年 5 月よりドレッジを用いた調査を開始し、2025 年 6

月までに 15 回の調査を行ったので報告する。
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材材料料とと方方法法

調査は九十九湾にある金沢大学環日本海域環境

研究センター臨海実験施設の調査実習船「あおさぎ」

を用いて実施した(図 1)。「あおさぎ」は 2023 年 4 月

に 42 年ぶりに更新され、水深 450 m までの海底地

形を測れるマルチビームソナーと 1,000 m ワイヤーウ

ィンチを備え、これにより水深 400 m 程度までのドレ

ッジ調査が可能となった。ドレッジは開口部幅 50 cm、

高さ 20 cm、バッグ長 100 cm の株式会社離合社製

簡易ドレッジ大型を用いた。調査ではドレッジ前方に

10 kg の錘を取り付け、調査地点の水深の 2 倍から 3

倍の長さのワイヤーを伸ばしてドレッジを曳航した。

曳航時間は水深 200 m までは 5 分間、それ以深で

は 10 分間を目安とした。2023 年 5 月 8 日から 2025

年 6 月 3 日までに 15 回の調査を実施し、実施順に

NML ドレッジ No. 1–15 とした。各調査ではドレッジ

の投入時、着底時、曳航開始時、曳航終了時、離底

時、回収時にそれぞれ時刻と位置情報、水深を記

録した (表 1)。ドレッジの着底から離底までの距離

は、位置情報を基に国土地理院の測量計算サイト

の「距離と方位角の計算」

図 1 調査実習船「あおさぎ」. 全長 13.59 m, 総トン

数 6.6 トン, 最大搭載人員 22 名. 

(https://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/

bl2stf.html)を用いて算出した。採取した堆積物の中

央部から約 300 g の堆積物を標本瓶に取り、粒度組

成分析用の試料とした。残りの堆積物は目開き 4.75 

mm と 1 mm のふるいを用いて仕分けて生物を採集

した。採集した生物は実験室へ持ち帰り、撮影と同

定を行い、99％エタノールで固定して標本とした。種

同定できなかった生物は分類可能な分類群までの

分類とした。粒度組成分析用試料は実験室内でバ

ットに薄く広げて自然乾燥させた。粒度組成分析は

のと海洋ふれあいセンター(2010)に習い、乾燥した

試料をミクロ形電磁振動ふるい器(筒井理化学器機

株式会社製 M-2 形)を用いて WENTWORTH の分類

に従って８段階にふるい分けた。１回の分析には約

10 g の試料を用い、40 分間以上かけて分別し、各

調査地点で 5 回の分析を行った。ふるい分けた試料

の重量を計測(最小 0.01 g)して粒度組成(質量百分

率)を算出し、5 回の平均値から積算分布を作成し質

量中位径を求めた。分析試料の一部を乾燥標本と

して保存した。

NML ドレッジ No. 1 は調査試行として実施したた

め、各データを取得できなかった。NML ドレッジ No. 

3、4、8 は臨海実習の一環として行ったため、採集し

た動物のデータと標本を得られなかった。NML ドレ

ッジ No. 2 では粒度分析用試料を採取しておらず、

NML ドレッジ No. 4 では粒度分析試料が不足したた

め 2 回の分析結果から平均値を求めた。NML ドレッ

ジ No. 7、15 は別の船舶とドレッジを用いて実施した

ため、本結果に含めなかった。

表 1 ドレッジの調査データ. 日時, 緯度経度, 水深情報, 曳航距離などを示す

調査日 時間 北緯 東経
水深
(m)

時間 北緯 東経
水深
(m)

ワイヤー
長(m)

開始
時間

曳航
(分)

終了
時間

距離
(m)

時間 北緯 東経
水深
(m)

時間 北緯 東経
水深
(m)

2 2023/8/7 9:21 37°16.811’ 137°15.437’ 216 400 5 37°17.017’ 137°15.536’ 167
3 2023/9/13 14:55 37°17.869' 137°14.820’ 55.1 5 15:08 37°17.913' 137°14.860' 53.6
4 2023/9/13 15:51 37°18.297' 137°14.140’ 24.3 3 15:59 37°18.352' 137°14.208’ 24.1
5 2023/11/22 9:14 37°16.449' 137°15.258’ 229 9:19 37°16.472' 137°15.269’ 224 450 9:23 5 9:28 282 9:34 37°16.321' 137°15.245’ 257
6 2023/12/5 9:34 37°16.909' 137°16.293’ 228 9:38 37°16.903' 137°16.292’ 227 500 9:44 5 9:49 387 9:53 37°16.694' 137°16.289’ 338 10:01 37°16.734' 137°16.304’ 313
8 2024/10/2 9:44 37°18.260' 137°14.196’ 24.8 9:44 37°18.264' 137°14.198’ 24.7 50 9:45 3 9:48 136 9:49 37°18.336' 137°14.216’ 23.7
9 2024/11/8 13:52 37°16.092' 137°13.167’ 216 13:56 37°16.134' 137°13.228’ 208 450 14:01 5 14:06 14:10 199
10 2024/12/25 10:12 37°17.400' 137°15.813’ 110 10:14 37°17.430' 137°15.833’ 109 250 10:17 5 10:22 381 10:25 37°17.625' 137°15.916’ 105
11 2025/1/22 9:28 37°15.957' 137°15.005’ 313 9:35 37°15.992' 137°15.105’ 312 700 9:44 5 9:50 165 10:00 37°15.903' 137°15.098’ 330 10:10 37°15.969' 137°15.157’

12 2025/2/20 10:02 37°16.144' 137°12.644’ 205 10:06 37°16.116' 137°12.654’ 209 500 10:12 5 10:17 372 10:24 37°15.920' 137°12.597’ 238
13 2025/3/14 9:19 37°15.333' 137°14.493’ 370 9:25 37°15.301' 137°14.460’ 366 800 9:35 10 9:45 840 9:56 37°15.026' 137°14.008’ 383
14 2025/5/9 9:30 37°15.789' 137°14.047’ 280 9:35 37°15.774' 137°14.036’ 281 600 9:42 7 9:50 429 9:57 37°15.584' 137°13.870’ 299 10:05 37°15.579' 137°13.878’ 299

回収NML
ドレッジ

No.

曳航投入 着底 離底
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14 2025/5/9 9:30 37°15.789' 137°14.047’ 280 9:35 37°15.774' 137°14.036’ 281 600 9:42 7 9:50 429 9:57 37°15.584' 137°13.870’ 299 10:05 37°15.579' 137°13.878’ 299

回収NML
ドレッジ

No.

曳航投入 着底 離底
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結結果果

動動物物相相調調査査

各調査で得られた動物の一覧を表 2 に示す。環

形動物門多毛綱は体が切れて断片となったものも

多く、種同定が困難な場合は多毛綱としてまとめて

扱い、断片の数をカウントし、非常に多い場合は「多」

とした。9 回のドレッジ調査を行った結果、採集され

た生物の種数が最も多かった動物群は軟体動物門

であり、次いで棘皮動物門、節足動物門の順であっ

た。特に NML ドレッジ No. 10 では種多様性が最も

高く、多くの動物種が採集された。その内訳は、確

認された 37 種のうち、節足動物門が 12 種、軟体動

物門および棘皮動物門がそれぞれ 10種、環形動物

門が 4 種、脊索動物門が 1 種であった。

粒粒度度組組成成分分析析

各調査で得られた海底堆積物の粒度組成分析結

果を表 3 および図 2 に示す。ふるい分けによる分析

試料の回収率の平均は 98.8–99.5%だった。質量中

位径と最多粒径区分は九十九湾内の NML ドレッジ

No. 4 と 8 では 115 μm と 124 μm で極細砂と細

砂だったが、湾外の九十九湾から比較的近い NML

ドレッジ No. 3、10 では質量中位径は 247 μm、296 

μm と大きくなり、最多粒径区分はいずれも細砂だ

った。九十九湾から少し離れた水深 208–227 m の

NML ドレッジ No. 5、6、9、12 では最多粒径区分は

細砂だったが、質量中位径は 164–190 μm とやや

小さくなり、九十九湾から離れた水深 281–366 m の

NML ドレッジ No. 11、13、14 では極細砂で 85–107 

μm とより小さくなった。

図 2 海底堆積物の質量中位径と水深の関係. 

考考察察

令和 6 年１月１日に発生した令和 6 年能登半島地

震では九十九湾周辺にも津波が到来し(IWASA et al.,

2025)、海岸の崩落による土砂の流入と堆積による

底生生物への影響が心配されている(東出・荒川,

2024)。NML ドレッジ No. 4 と 8 はこの地震の前後に

九十九湾内の最深部付近のほぼ同じ地点で行った

調査で、粒度組成分析では質量中位径が 115 μm

から 124 μm へ若干大きくなり、最多粒径区分は極

細砂から細砂に変わっていた。特に中砂と粘土の割

合が下がり、細砂の割合が上がっていた。上述の通

りこの 2 点の調査では動物種リストを得ていないが、

いずれもマシコヒゲムシは多数採集されたことを確認

している。マシコヒゲムシは九十九湾の水深 20–25 m

で発見され新種記載された種で(今島, 1973)、これま

でに九十九湾内の水深 10 m 前後にも本種が多数

生息する生息地が見つかっている(小木曽・又多,

2016)。一方、地震による海岸の崩落により、この浅

い生息地は礫と泥の下敷きとなり、生存個体が見つ

からないほどの壊滅的なダメージを受けたことを確

認している(小木曽, 私信)。しかしながら、本調査に

より九十九湾最深部付近では地震後にもマシコヒゲ

ムシが引き続き多数生存していることが確認できた。

一般に、日本海の底質は水深 150 m 以浅では砂

質が混じり、200 m 以深では概ね泥質となるとされる

(宇田, 1934)。本調査結果の質量中位径は、九十九

湾外では概ね水深が増すにつれて徐々に小さくなり、

水深 281 m で最小となり、水深 366 m まで近い値を

示した。底質と生物の関係性については、底生生物

の構成種は基質変化に伴い変化するとされ(木暮,

2014)、海底堆積物は海況や地形などに影響されて

底生魚類では直接的、間接的に底質と密接な関係

を持つことが報告されている(浜田・満塩, 1987)。そ

の要因の一つとして、海岸沿いでは堆積物の粒径と

有機物含有率の間には負の相関関係があるとされ

(Keil & Cowie, 1999)、底質の有機物含有量は底生

動物の現存量に関係する可能性が指摘されている

(木暮, 2014)。一方で、本調査では質量中位径が最

大の値を示した水深 109 m で行った NML ドレッジ
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表 2 各ドレッジ調査で採集された動物リスト. 動物の種名は分析中のものも含めているため, 種名まで落と

せていないものが多い. 

表 3 海底堆積物の粒度組成(質量, %)と最多粒径区分, 質量中位径. 

No. 10 で最も多様で多数の動物が採集された。日

本海の 200 m 以深には水温 0°C から 1°C の均質な

日本海固有水があり(宇田, 1934)、深海域における

底生生物は低温で季節変化のない領域に生息し、

生物相は極めて単調であるとされる(長沼, 2000)。こ

のため、対馬海流の影響を受ける本地点では多様

な生物が採集されたのかもしれない。

本調査は今後も継続して行い、得られたデータは

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施

設の Web サイトで公開する予定である。得られた標

本や基礎データは可能な限り研究者へ提供し、デ

ータを積み重ねることにより能登町沿岸域の動物相

と粒度組成の経時的、季節的変動を明らかにしてい

きたい。

謝謝辞辞

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験

施設の元技術専門職員の故又多政博氏には九十

九湾周辺の動物相やドレッジの方法などについて

多大なご指導ご鞭撻を頂いた。同施設の元技術補

佐員の志茂龍太郎氏にはドレッジ調査を補助頂い

た。のと海洋ふれあいセンターの坂井恵一博士（当

時）、東出幸真氏には粒度組成分析の方法をご指

導頂いた。金沢大学理工研究域地球社会基盤学系

の佐川拓也准教授、ジェンキンズ ロバート准教授

には能登半島周辺の地質調査についての文献と助

言を頂いた。本研究は、 JSPS 科研費奨励研究

JP25H00237、日本海学推進機構日本海学グルー

NMLドレッジ No.3 No.4 No.5 No.6 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 No.13 No.14
礫(>2000μm) 1.68 1.81 6.98 2.62 0.09 0.25 2.26 0.00 0.74 0.07 0.05
極粗砂(2000–1000μm) 3.24 1.15 2.47 3.53 0.49 1.59 5.83 0.28 1.09 0.67 0.25
粗砂(1000–500μm) 9.59 2.47 4.97 12.97 3.50 6.86 17.54 2.83 5.36 4.75 1.61
中砂(500–250μm) 34.85 18.39 10.35 19.56 11.21 17.29 33.00 7.94 18.53 17.79 6.37
細砂(250–125μm) 46.71 23.34 42.15 30.22 34.44 46.29 36.92 22.84 46.70 20.80 19.61
極細砂(125–63μm) 2.69 28.16 24.69 20.52 29.94 17.44 2.96 40.66 16.90 29.53 39.83
シルト(63–38μm) 0.79 12.88 6.08 6.59 11.88 5.87 0.79 13.35 5.49 19.33 17.59
粘土(38μm>) 0.45 11.80 2.30 3.99 8.44 4.40 0.70 12.10 5.20 7.05 14.70
最多粒径区分 細砂 極細砂 細砂 細砂 細砂 細砂 細砂 極細砂 細砂 極細砂 極細砂
質量中位径値(μm) 247 115 164 190 124 174 296 94 174 107 85

NMLドレッジNo.
年月日

着底（投入）水深
トヤマソデガイ 1 紐形動物門の一種 1 紐形動物門の一種？（断片） 5 コガネウロコムシ科の一種 1 コガネウロコムシ科の一種 4 タケフシゴカイ科の一種 2 タケフシゴカイ科の一種 5 多毛綱 12 多毛綱 32
オオキララガイ 13 マシコヒゲムシ？棲管 1 多毛綱 多 オオキララガイ 3 多毛綱 20 ダルマゴカイ科の一種 2 多毛綱 33 オオキララガイ 2 ヨコエビ目の一種 48
キタクシノハクモヒトデ 32 多毛綱 多 オオキララガイ 1 エゾシラオガイ？ 3 ウロコムシ科の一種？ 1 多毛綱の一種 1 十脚目の一種 1 二枚貝綱の一種 7 ナギナタソデガイ? 1
ブンブク目の一種 4 貝虫綱の一種 1 エゾシラオガイ 1 ナガソデガイ 1 星口動物の一種 1 多毛綱の一種 1 トヤマツノガイ 2 二枚貝綱の一種 3 ヒラソデガイ? 1

アミ目の一種 1 ケショウツノオリイレ 1 アラスジサラガイ？ 1 ビワガニ 7 星口動物門の一種 1 ムチツノガイ 1 二枚貝綱の一種 3 掘足綱の一種 3
フトヒゲソコエビ科の一種 1 ナガソデガイ 1 ツノガイ？ 2 ミツカドヒシガニ 3 掘足綱の一種 2 ロウバイ 1 腹足綱の一種 4 スナイトマキ 1
ハイイロタマガイ 1 エゾシラオガイ？ 5 ニッコウガイ科の一種 1 ヤマトエバリア 21 キタクシノハクモヒトデ？ 22 ウデナガメガネクモヒトデ？ 3 腹足綱の一種 1 キタクシノハクモヒトデ? 2
腹足綱の一種 2 ナガソデガイ？ 1 キツネブンブク？ 67 モールスガニ？ 1 クモヒトデ綱の一種 1 クモヒトデ綱の一種 1 掘足綱の一種 3 クモヒトデ綱の一種 4
オオキララガイ 22 キタクシノハクモヒトデ 1 キタクシノハクモヒトデ 22 コスモガニ属の一種 1 クモヒトデ綱の一種 1 クモヒトデ綱の一種 12 掘足綱の一種 3
二枚貝綱の一種 2 クモヒトデ綱の一種 2 クモヒトデ綱の一種 40 トゲヒゲガニ 3 クモヒトデ綱の一種 1 スナイトマキクモヒトデ 1
二枚貝綱の一種 2 キツネブンブク？ 1 クモヒトデ綱の一種 52 クモガニ科の一種 1 キタクシノハクモヒトデ? 2
エゾシラオガイ？ 23 キツネブンブク？（小型） 3 クモヒトデ綱 4 オキアミ目の一種？ 80 クモヒトデ綱の一種 2
二枚貝綱の一種（小型） 5 ヨコエビ目の一種 2 クモヒトデ綱の一種 2
ウスモミジガイ 1 クーマ目の一種？ 2 クモヒトデ綱の一種 1
スナイトマキ（幼体） 1 コツブムシ亜目の一種 1
キタクシノハクモヒトデ 95 貝虫綱の一種 1
キツネブンブク？ 6 マメヒバカリガイ 6
ブンブク目の一種 6 ヒメニシ？ 1

シマギンギョ 2
シャクシロウバイ？ 1
オオキララガイ 10
サフランツノガイ 33
二枚貝綱の一種（小型） 3
二枚貝綱の一種（小型） 2
二枚貝綱の一種（小型） 2
二枚貝綱の一種（小型） 1
ボウズウニ 2
ボウズウニ？（小型) 1
ウニ綱の一種（小型） 2
アカハコクモヒトデ 23
クモヒトデ綱の一種 17
クモヒトデ綱の一種 1
クモヒトデ綱の一種 1
モミジガイ科の一種 1
ナマコ綱の一種（小型） 2
クルマナマコ科の一種？ 1
ホヤ綱の一種（砂団子状） 5

14
2025/5/9

281 m312 m 209 m 366 m
2025/1/22 2025/2/20 2025/3/14

11 12 13

採集動物

216 m 224 m 227 m

10
2024/11/8 2024/12/25

208 m 109 m
2023/8/7 2023/11/22 2023/12/5

92 5 6
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表 2 各ドレッジ調査で採集された動物リスト. 動物の種名は分析中のものも含めているため, 種名まで落と

せていないものが多い. 

表 3 海底堆積物の粒度組成(質量, %)と最多粒径区分, 質量中位径. 

No. 10 で最も多様で多数の動物が採集された。日

本海の 200 m 以深には水温 0°C から 1°C の均質な

日本海固有水があり(宇田, 1934)、深海域における

底生生物は低温で季節変化のない領域に生息し、

生物相は極めて単調であるとされる(長沼, 2000)。こ

のため、対馬海流の影響を受ける本地点では多様

な生物が採集されたのかもしれない。

本調査は今後も継続して行い、得られたデータは

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験施

設の Web サイトで公開する予定である。得られた標

本や基礎データは可能な限り研究者へ提供し、デ

ータを積み重ねることにより能登町沿岸域の動物相

と粒度組成の経時的、季節的変動を明らかにしてい

きたい。

謝謝辞辞

金沢大学環日本海域環境研究センター臨海実験

施設の元技術専門職員の故又多政博氏には九十

九湾周辺の動物相やドレッジの方法などについて

多大なご指導ご鞭撻を頂いた。同施設の元技術補

佐員の志茂龍太郎氏にはドレッジ調査を補助頂い

た。のと海洋ふれあいセンターの坂井恵一博士（当

時）、東出幸真氏には粒度組成分析の方法をご指

導頂いた。金沢大学理工研究域地球社会基盤学系

の佐川拓也准教授、ジェンキンズ ロバート准教授

には能登半島周辺の地質調査についての文献と助

言を頂いた。本研究は、 JSPS 科研費奨励研究

JP25H00237、日本海学推進機構日本海学グルー

NMLドレッジ No.3 No.4 No.5 No.6 No.8 No.9 No.10 No.11 No.12 No.13 No.14
礫(>2000μm) 1.68 1.81 6.98 2.62 0.09 0.25 2.26 0.00 0.74 0.07 0.05
極粗砂(2000–1000μm) 3.24 1.15 2.47 3.53 0.49 1.59 5.83 0.28 1.09 0.67 0.25
粗砂(1000–500μm) 9.59 2.47 4.97 12.97 3.50 6.86 17.54 2.83 5.36 4.75 1.61
中砂(500–250μm) 34.85 18.39 10.35 19.56 11.21 17.29 33.00 7.94 18.53 17.79 6.37
細砂(250–125μm) 46.71 23.34 42.15 30.22 34.44 46.29 36.92 22.84 46.70 20.80 19.61
極細砂(125–63μm) 2.69 28.16 24.69 20.52 29.94 17.44 2.96 40.66 16.90 29.53 39.83
シルト(63–38μm) 0.79 12.88 6.08 6.59 11.88 5.87 0.79 13.35 5.49 19.33 17.59
粘土(38μm>) 0.45 11.80 2.30 3.99 8.44 4.40 0.70 12.10 5.20 7.05 14.70
最多粒径区分 細砂 極細砂 細砂 細砂 細砂 細砂 細砂 極細砂 細砂 極細砂 極細砂
質量中位径値(μm) 247 115 164 190 124 174 296 94 174 107 85

NMLドレッジNo.
年月日

着底（投入）水深
トヤマソデガイ 1 紐形動物門の一種 1 紐形動物門の一種？（断片） 5 コガネウロコムシ科の一種 1 コガネウロコムシ科の一種 4 タケフシゴカイ科の一種 2 タケフシゴカイ科の一種 5 多毛綱 12 多毛綱 32
オオキララガイ 13 マシコヒゲムシ？棲管 1 多毛綱 多 オオキララガイ 3 多毛綱 20 ダルマゴカイ科の一種 2 多毛綱 33 オオキララガイ 2 ヨコエビ目の一種 48
キタクシノハクモヒトデ 32 多毛綱 多 オオキララガイ 1 エゾシラオガイ？ 3 ウロコムシ科の一種？ 1 多毛綱の一種 1 十脚目の一種 1 二枚貝綱の一種 7 ナギナタソデガイ? 1
ブンブク目の一種 4 貝虫綱の一種 1 エゾシラオガイ 1 ナガソデガイ 1 星口動物の一種 1 多毛綱の一種 1 トヤマツノガイ 2 二枚貝綱の一種 3 ヒラソデガイ? 1

アミ目の一種 1 ケショウツノオリイレ 1 アラスジサラガイ？ 1 ビワガニ 7 星口動物門の一種 1 ムチツノガイ 1 二枚貝綱の一種 3 掘足綱の一種 3
フトヒゲソコエビ科の一種 1 ナガソデガイ 1 ツノガイ？ 2 ミツカドヒシガニ 3 掘足綱の一種 2 ロウバイ 1 腹足綱の一種 4 スナイトマキ 1
ハイイロタマガイ 1 エゾシラオガイ？ 5 ニッコウガイ科の一種 1 ヤマトエバリア 21 キタクシノハクモヒトデ？ 22 ウデナガメガネクモヒトデ？ 3 腹足綱の一種 1 キタクシノハクモヒトデ? 2
腹足綱の一種 2 ナガソデガイ？ 1 キツネブンブク？ 67 モールスガニ？ 1 クモヒトデ綱の一種 1 クモヒトデ綱の一種 1 掘足綱の一種 3 クモヒトデ綱の一種 4
オオキララガイ 22 キタクシノハクモヒトデ 1 キタクシノハクモヒトデ 22 コスモガニ属の一種 1 クモヒトデ綱の一種 1 クモヒトデ綱の一種 12 掘足綱の一種 3
二枚貝綱の一種 2 クモヒトデ綱の一種 2 クモヒトデ綱の一種 40 トゲヒゲガニ 3 クモヒトデ綱の一種 1 スナイトマキクモヒトデ 1
二枚貝綱の一種 2 キツネブンブク？ 1 クモヒトデ綱の一種 52 クモガニ科の一種 1 キタクシノハクモヒトデ? 2
エゾシラオガイ？ 23 キツネブンブク？（小型） 3 クモヒトデ綱 4 オキアミ目の一種？ 80 クモヒトデ綱の一種 2
二枚貝綱の一種（小型） 5 ヨコエビ目の一種 2 クモヒトデ綱の一種 2
ウスモミジガイ 1 クーマ目の一種？ 2 クモヒトデ綱の一種 1
スナイトマキ（幼体） 1 コツブムシ亜目の一種 1
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二枚貝綱の一種（小型） 2
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アカハコクモヒトデ 23
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モミジガイ科の一種 1
ナマコ綱の一種（小型） 2
クルマナマコ科の一種？ 1
ホヤ綱の一種（砂団子状） 5

14
2025/5/9

281 m312 m 209 m 366 m
2025/1/22 2025/2/20 2025/3/14

11 12 13

採集動物

216 m 224 m 227 m

10
2024/11/8 2024/12/25

208 m 109 m
2023/8/7 2023/11/22 2023/12/5

92 5 6
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プ支援事業の助成を受けて実施した。心より深く御

礼申し上げます。
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